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＊事務局通信＊　　　　　　　緊急レポート　〜どうなる？ 軽度者への福祉用具の利用者負担〜

10 月 12 日、厚生労働省は、第 66 回社会保障審議会介護保険部会を開催し、福祉用具・住宅改修に関
する論議を交わしました。
本会でも、最も注目してきた、要支援１・２、要介護１・２の場合の利用者負担の在り方については、多く
の委員から現行通りとの意見が示されました。

2016.10.12・13・14 in 東京国際福祉機器展 (H.C.R.2016）

◆３つの論点◆
１．福祉用具貸与価格について、給付費請求データに基づいて、全ての福祉用具の貸与価格を把握し、

全国レベルでホームページにおいて公表する仕組みを作ってはどうか。　
２．利用者が自立支援や状態の悪化の防止に資する適切な福祉用具を選択できるよう、福祉用具専門相

談員が、貸与価格情報等を用いて貸与しようとする製品の価格・特徴等を利用者に説明すること、
及び複数の製品を提示することを義務づけてはどうか。併せて、利用者に交付しなければならない
福祉用具貸与計画書を介護支援専門員（ケアマネジャー）にも交付することとしてはどうか。

３．福祉用具貸与価格に、極端な価格差が生じないようにするため、極端に高い価格の場合は、あらか
じめ保険者の了解を必要としてはどうか。また、貸与事業者に対し、介護給付費請求書の適切な記
載方法の徹底を図ってはどうか。

［具体的検討内容］・外れ値をなくすための公定価格や標準価格の導入…賛成反対ほぼ半数ずつ。
・福祉用具貸与計画書のケアマネジャーへの交付…賛成大多数。
・レンタル料の内訳を利用者に呈示し説明する…賛成反対ほぼ半数ずつ。反対理由「実行するための不可 
  がかかりすぎる」。
・住宅改修の利用者負担…現行通り。登録制度導入については、賛同の声が複数。

2016 年 10 月12 日発行ふくせんレポート

本会のブースでは主に展示と資料配
布を行いました。たくさんのご来場、
ご協力、ありがとうございました。

10 ／ 13 ふくせんワークショップ開催
テーマ：より専門的な福祉用具専門相談員の配置に向けた動向

※介護保険部会は、改正に関する意見書をまとめる審議を継続中。



2賛助会員各位　いつもご協力ありがとうございます

Ｈ
．Ｃ
．Ｒ
．ふ
く
せ
ん
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催　
（
10
／
13 

in
東
京
）

よ
り
専
門
的
な
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
配
置
に
向
け
た
動
向

【
開
会
の
挨
拶 

● 

岩
元
文
雄
理
事
長
】

　

こ
れ
ま
で
、
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
役
割
は

大
き
く
変
化
し
続
け
て
き
た
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
計

画
の
作
成
や
、
初
任
者
研
修
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

変
更
、
自
己
研
鑽
の
努
力
義
務
な
ど
。
こ
れ
ら
は

福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
職
能
を
高
め
る
、
社
会

的
地
位
を
向
上
す
る
と
い
う
同
じ
方
向
を
向
い
て

い
る
。
そ
の
延
長
線
上
で
新
た
に
行
わ
れ
て
い
る

取
り
組
み
が
こ
の
「
よ
り
専
門
的
な
福
祉
用
具
専

門
相
談
員
の
配
置
」
で
あ
る
。

　

我
々
の
業
界
で
も
一
般
社
会
で
も
、「
軽
度
者
の

自
己
負
担
の
在
り
方
」
が
ど
う
な
る
の
か
が
注
目

を
集
め
て
い
る
（
直
近
の
審
議
の
状
況
に
つ
い
て

は
１
頁
）
が
、
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
「
よ
り
専

門
的
な
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
配
置
」
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
場
と
し
た
い
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
白
澤
氏
は
、「
昨
年
委
員

会
を
設
置
し
、
ま
と
め
た
“
よ
り
専
門
性
的
な
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
の
配
置
”
を
ど
う
す
す
め
る

か
。
今
年
は
、
厚
生
労
働
省
が
最
終
決
定
に
い
た

秋
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
“
国
際
福
祉
機
器
展
”
が
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
（
東
京
都
）
で
開
催
さ
れ
た
。

会
期
２
日
目
の
10
月
13
日
に
行
っ
た
、
本
会
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
立
ち
見
の
場
所
も
い
っ
ぱ
い
と

な
る
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
。
平
成
30
年
制
度
改
正
に
向
け
た
議
論
が
進
む
人
員
基
準
の
変
更
「
常
勤
換

算
で
２
名
配
置
す
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
う
ち
１
名
を
よ
り
専
門
的
な
知
識
を
も
ち
経
験
を
つ

ん
だ
者
と
す
る
」
に
対
す
る
、
専
門
職
お
よ
び
関
係
者
の
関
心
の
深
さ
が
伺
え
た
。

る
た
め
の
確
認
と
具
体
的
な
研
修
等
の
進
め
方
を

検
討
す
る
」
と
話
し
た
。

　

本
会
で
は
、
厚
生
労
働
省
の
平
成
27
年
度
老
人
保

健
健
康
推
進
費
等
事
業
と
し
て
「
専
門
的
知
識
、
経

験
を
有
す
る
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
配
置
に
向

け
た
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
に
関
す
る
調
査
研
究

事
業
」を
実
施
し
た
。委
員
を
務
め
た
渡
邉
氏
よ
り
、

成
果
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

◇
研
修
の
位
置
づ
け　

＊

目
指
す
の
は
中
段
レ
ベ
ル
。

＊

指
定
講
習
の
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
多

く
の
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
が
受
講
し
、

業
界
全
体
の
底
上
げ
を
図
る
。

＊

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
多
職

種
連
携
の
中
で
専
門
性
を
発
揮
す
る
た
め

に
必
要
な
よ
り
高
度
な
専
門
性
の
獲
得

は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
す
る
。

＊

受
講
要
件
…
３
年
以
上
の
実
務
経
験
と
基

本
的
な
業
務
遂
行
能
力
の
保
有
（
事
例
提

出
に
よ
り
確
認
）。

＊

修
了
要
件
…
修
了
評
価
（
筆
記
）
を
行
う
。

各
科
目
の
到
達
目
標
に
達
し
て
い
な
い
場
合

は
補
講
等
を
行
う
。
修
了
証
を
発
行
す
る
。

◇
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
と
考
え
方　

＊
地
域
ご
と
の
集
合
研
修
と
す
る
。

＊
演
習
を
取
り
入
れ
、
よ
り
専
門
性
の
高
い

知
識
の
習
得
に
加
え
て
、
実
践
能
力
を
養

成
す
る
。

岩元 文雄（いわもと ふみお）氏
本会理事長

白澤 政和（しらさわ まさかず）氏

桜美林大学大学院老年学研究科教授 　

な
に
を
も
っ
て
「
よ
り
専
門
的
な
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
」
と
す
る
か
。
実
践
に
向
け
て

　

３
日
間
20
時
間
時
間
の
更
新
研
修



3

小林 毅（こばやし たけし）氏

厚生労働省老健局高齢者支援課 
福祉用具・住宅改修指導官
介護ロボット開発普及推進官

H.C.R.2016

＊

最
新
の
商
品
知
識
や
制
度
の
動
向
を
学
び
、

必
要
と
さ
れ
る
知
識
の
更
新
す
る
こ
と
が

必
要
な
た
め
３
年
ご
と
の
更
新
制
と
す
る
。

◇
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
構
成　

＊

実
施
案
は
、
３
日
間
20
時
間
。

＊

１
日
目
…
講
義
形
式
に
よ
る
知
識
の
習
得

　

２
日
目
…
講
義
と
演
習
。
業
務
プ
ロ
セ
ス

　
　
　
　

に
関
す
る
ス
キ
ル
向
上

　

３
日
目
…
総
合
演
習
に
よ
る
実
践
力
向
上

　

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
案
の
３
日
間
20
時
間
と
は
、
業

務
と
並
行
し
て
受
講
で
き
る
か
ど
う
か
を
考
慮
し

た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

教
育
事
業
者
の
見
地
か
ら
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

そ
っ
て
研
修
を
行
う
に
あ
た
っ
て
の
課
題
を
あ
げ

た
神
氏
に
よ
る
ポ
イ
ン
ト
は
、「
知
識
を
実
践
に
結

び
つ
け
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　
「
こ
の
研
修
は
、
受
講
内
容
が
実
務
に
役
立
た
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
福
祉
用
具
専
門
相
談
員
の
役

割
を
考
え
る
と
、
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
地

域
特
性
を
考
慮
し
た
も
の
で
な
く
て
は
。
地
域
特

性
を
重
視
し
た
講
師
の
養
成
が
必
須
だ
が
、
現
実

に
は
足
り
て
い
な
い
」（
神
氏
）。

　
「
実
務
を
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
、
地
域
ご
と
に

異
な
る
特
性
を
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
反
映

で
き
る
人
材
を
。」
具
体
的
に
は
、
本
会
で
養
成
を

推
進
し
て
い
る
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
各
地

域
で
の
講
師
活
動
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

岩
元
理
事
長
は
、
新
た
な
仕
組
み
を
開
始
す
る

こ
と
で
、
各
人
に
も
事
業
者
に
も
負
担
が
生
じ
る

懸
念
が
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、「
福
祉
用
具
専
門
相

談
員
の
資
格
や
業
務
自
体
の
質
、
専
門
性
を
考
え

れ
ば
、
欠
か
せ
な
い
こ
と
。
と
く
に
事
業
者
側
の

意
識
改
革
が
必
要
」
と
し
た
。

　

ま
た
、
本
会
が
本
年
度
開
催
す
る
モ
デ
ル
研
修

会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
、「
初
任
者
研
修
を
ス

テ
ッ
プ
１
と
す
れ
ば
こ
の
研
修
は
ス
テ
ッ
プ
２
。

底
上
げ
し
た
形
で
レ
ベ
ル
が
そ
ろ
っ
た
と
こ
ろ
で
、

神 智淳（じん とみあつ）氏
お茶の水ケアサービス
学院学院長

渡邉 愼一（わたなべ しんいち）氏

一般社団法人神奈川県作業療法士会顧問
▲

▲

　

「
各
地
域
の
講
師
」
の
養
成
が
急
務

　

大
き
な
変
革
。
事
業
者
に
も
各
個
人
に
も

重
要
な
の
は
意
識
と
覚
悟

更
な
る
レ
ベ
ル
Ｕ
Ｐ
と
な
る
ス
テ
ッ
プ
３
も
み
え

て
い
く
る
」
と
の
将
来
展
望
を
示
し
た
。

　
「
福
祉
用
具
は
、
そ
の
導
入
に
よ
っ
て
利
用
者
の

利
益
と
な
り
、
本
人
お
よ
び
介
護
者
の
介
護
負
担

の
軽
減
と
な
る
の
が
目
的
。
そ
れ
を
為
す
の
が
福

祉
用
具
専
門
相
談
員
の
役
割
」
と
話
す
の
は
、
厚

生
労
働
省
で
福
祉
用
具
・
住
宅
改
修
指
導
官
を
務

め
る
小
林
氏
。
そ
の
役
割
を
適
格
に
果
た
す
た
め
、

広
く
国
民
に
、
専
門
職
と
し
て
知
ら
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。「
こ
の
人
は
何
を
す
る
人
で
、
こ
ん
な

効
果
（
自
分
に
と
っ
て
の
利
益
）
を
出
し
て
く
れ

る
人
な
の
か
を
周
知
す
る
こ
と
。
で
き
れ
ば
専
門

職
が
入
っ
て
福
祉
用
具
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
る

効
果
を
デ
ー
タ
で
示
し
た
い
」（
同
氏
）。

　

小
林
氏
は
質
の
担
保
は
専
門
職
と
し
て
当
た
り

前
の
こ
と
で
、
更
新
制
が
提
案
さ
れ
た
の
は
、
利

に
か
な
っ
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、「
新
し
い
取
り

組
み
が
制
度
と
し
て
定
着
す
る
に
は
10
年
程
度
か

か
る
。
そ
の
間
、
現
場
で
の
議
論
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
後
進
を
ど
う
育
て
、
ど
う
伝
え
て
い
く
か
。

現
役
の
み
な
さ
ん
に
か
か
っ
て
い
る
」
と
エ
ー
ル

を
お
く
っ
た
。

　

後
進
の
育
成
を
含
め
た
制
度
醸
成
を
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２
０
１
６
年
度
上
半
期
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
記
録

賛助会員各位　いつもご協力
ありがとうございます

　

今
年
度
の
厚
生
労
働
省
か
ら
の
老
健
事

業
（
調
査
研
究
事
業
）
と
し
て
、
介
護
保

険
部
会
で
事
業
所
に
１
名
以
上
の
配
置
が

検
討
さ
れ
て
い
る
「
よ
り
専
門
的
知
識
及

び
経
験
を
有
す
る
者
」
の
養
成
に
関
わ
る

研
修
会
を
実
施
し
ま
す
。

 

①
隔
日
開
催

　

11
／
15
（
火
）、
29
（
火
）、
12
／
６
（
火
）

 

②
連
続
開
催

　

12
／
８
（
木
）、
９
（
金
）、　

10
（
土
）

※
①
②
と
も
に
受
講
料
は
無
料
、
定
員
各
50
名

※
会
場
は
①
②
と
も
お
茶
の
水
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

学
院
（
東
京
都
千
代
田
区
）

よ
り
専
門
的
知
識
・
経
験
を
有
す
る
福
祉
用
具

専
門
相
談
員
の
配
置
に
向
け
た
モ
デ
ル
研
修
会

…
２
０
１
６
年
11
月
15
日
ス
タ
ー
ト

　

地
域
で
の
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作

成
の
講
義
指
導
（
福
祉
用
具
専
門
相
談
員

の
指
定
講
習
会
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
の

研
修
会
な
ど
）
が
で
き
る
人
材
の
養
成
講

座
で
す
。
昨
年
ま
で
に
１
６
９
名
の
Ｓ
Ｖ

が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
７
年
１
／
20
（
金
）、
21
（
土
）

※
受
講
料
１
万
５
０
０
０
円
、
定
員
50
名

※
会
場
は
茶
の
水
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
学
院

　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

平
成
28
年
度
福
祉
用
具
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成

Ｓ
Ｖ
（
ス
ー
パ
ー
バ
イ
ザ
ー
）
養
成
研
修

  

…
本
年
度
開
催
は
今
回
の
み
。
会
員
限
定

　

皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
、
本
会

の
活
動
は
全
国
各
地
へ
広
が
っ
て

い
ま
す
。
本
年
度
上
半
期
の
活
動

状
況
は
左
図
の
と
お
り
で
す
。

北海道

青森

福島

秋田 岩手

群馬 栃木

埼玉 茨城

東京 千葉

山形 宮城

静岡 神奈川

山梨愛知

長野岐阜

愛知

岐阜

和歌山

滋賀

三重

奈良愛知

岐阜

大阪

兵庫 京都

新潟富山

福井

石川

愛知

岐阜

岡山愛知

岐阜

広島

島根 鳥取岐阜山口

愛知

岐阜

徳島愛知

岐阜

高知

愛媛 香川愛知

岐阜

宮崎

愛知鹿児島

大分

愛知

岐阜

熊本
岐阜

佐賀

長崎

福岡

岐阜沖縄

ふ
く
せ
ん
開
催
研
修
会
等
の
お
知
ら
せ　
受
講
申
し
込
み
な
ど
詳
細
は
下
記
事
務
局
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い

宮城…総会 5/26
　研修会等 5/26

岩手…総会 4/13
　研修会等 4/13、7/28

秋田…総会 5/19　 
　　研修会等 5/19

福島…総会 5/13

東京…総会 5/26
　研修会等 5/26、9/24

神奈川…総会 5/18
　研修会等 5/18

山形
…総会 5/25
　研修会等 5/25

新潟
  …総会 6/30
　    研修会等
　        6/30

富山…総会 5/19
  　　 研修会等
 　     5/19

岐阜…総会 5/31

三重…総会 5/31
　研修会等 6/22、9/16

滋賀…総会 5/16
　研修会等 5/16

鹿児島…総会 7/20
               研修会等 7/20

熊本…総会 5/20 研修会等 5/20、8/20、 21長崎
…総会 6/14

大阪…総会 6/1
　研修会等 6/1

福岡…総会 6/8

兵庫
…総会 5/17
　研修会等
　5/17

広島
…研修会等
　7/15、16

鳥取
…総会 5/12
　研修会等
　5/13、14

京都…総会  
          6/15

石川
…総会 5/18
   研修会等
　5/18

福井
…総会 4/4

茨城…総会 6/24
　研修会等 6/24

和歌山
…総会 4/26


